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－1987年から1994年に発表された文献を通して－

(看護師－患者関係／研究の動向／看護の歴史)

長田京子*・池田明子**

Trends in Studies on Nurse-Patient Relationship Published
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(Nurse-patient relationship / Trends in studies / History of nursing)

Kyoko OSADA*, Akiko IKEDA**

近年わが国の看護をとりまく環境は大きく変化し,

特に1990年代後半には, 看護大学・大学院の急速な増

加や専門看護師・認定看護師制度の誕生など, 教育の

高学歴化や上級資格制度化の傾向が認められる｡ また,

国民の健康への意識の向上に伴い, 医療従事者には,

職業的な倫理性や専門性を基盤として個人のニーズに

対応する質の高いサービスの提供が求められている｡

このような変化の中で, 看護職 (保健師, 助産師, 看

護師を総称して以下看護師とする) はその専門性を発

揮し, 患者 (看護の対象者を総称して以下患者とする)

個々のニーズにあった看護を提供していく必要がある｡

看護師と患者との関係は看護の重要な要素の一つで

あり, 相互作用の過程においては, その時その場で表

現される両者の言葉・表情・行動のみならず, 内面世

界に潜む思考・感情・価値観などが複雑に絡みあって

変化している｡ アメリカ看護師協会によれば, 看護と

は, 現にある, あるいはこれから起こるであろう健康

問題に対する人間の反応を判断し, かつそれに対処す

ること１) であり, 看護師と患者との関係を探求してい

くことは看護の本質を追及するとともに看護サービス

の質の向上に役立つと考えられる｡

わが国の ｢看護師－患者関係｣ に関する文献研究に

は, 1968年から1974年まで７年間の研究を対象にした

中西ら２) の報告があるが, それ以降はみあたらない｡
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研究目的は ｢看護師－患者関係｣ に関する研究の動向を明らかにすることである｡ 看護系
大学が急増する前段階である1987年から1994年までに発表された68文献を概観し, 研究内容の
類似性を比較して分類した｡ 分析の結果, ５つのカテゴリー, １) 相互作用の分析, ２) 看護
師と患者の反応, ３) 相互作用を促進させる要素, ４) 関係成立を困難にする要素, ５) 相互
作用を促進させる方法および看護上の効果, が抽出された｡ これらはさらに, ｢看護師－患者
関係｣ を解明する基礎的研究と, ｢看護師－患者関係｣ を発展させる実践的研究にまとめられ
た｡ 今後は, 看護の高等教育化が定着した段階においても ｢看護師－患者関係｣ の研究を継
続し, ｢看護師‐患者関係｣ の中に潜む看護の本質的な要素を浮き彫りにして研究成果を看護
実践に活用していくことが必要である｡
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この７年間を含む1968～1982年頃は, 高橋ら３) によれ

ば, 総合看護の実現に向けた看護体制の模索と看護学

教育の充実, 看護学確立への胎動の時期であり, 看護

系の大学や学会は誕生したがその数がわずかに限定さ

れていたという歴史的特徴がある｡ これに続く1983～

1992年頃は, 看護の専門分化と看護体制の発展, およ

び看護教育制度の整備の時期であり, 1993年頃から看

護の専門分化や高等教育化が進行して生涯教育への道

の拡大へと, 看護は発展してきた３)｡ このような看護

および看護教育の変化は, 即ち看護研究を行う環境の

変化であり, 研究そのものも時代の影響を受けて変化

していくのではないかと考えられる｡ 看護が学問とし

て発展していくためには新たな研究を蓄積していくこ

とが必要であるが, 同時に, これまでにどのような研

究が行われてきたかという歴史的観点から文献検討を

行う必要性がある｡

このような歴史的背景にもとづいて, 本研究では,

中西らの文献研究以降から看護の専門分化や大学教育

化が進行するまでの過渡期である1980年代後半から

1990年代前半において, ｢看護師－患者関係｣ につい

てどのような研究が行われてきたかを明らかにする｡

なお, ｢看護師－患者関係 (nurse-patient relationship)｣

の用語の定義は, 日本看護科学学会看護学学術用語検

討委員会による概念規定を用い, ｢看護職者と患者と

の間の相互作用の過程であり, 看護過程の成立基盤で

ある｡ その過程には, 患者の言動, 看護職者の思いや

意図, 看護職者の言動, および患者の反応が含まれる｡

この関係は, 看護職者が積極的に患者に関心を注ぎ,

両者が共通の目標にむかってすすめるよう専門知識・

技術を活用することによって信頼関係へと発展する｡｣４)

とする｡
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文献の抽出にあたっては, 看護学ならびに隣接諸科

学の学会誌・紀要・専門雑誌などに発表された研究か

ら広く抽出するために, 多くの研究が集録されている

わが国の代表的な看護系文献集の ｢看護師－患者関係｣

に分類された文献に注目した｡ そして, より学術性の

高い研究を抽出するために, 看護学の研究者によって

研究内容を吟味・編集されている日本看護関係文献集

から抽出することにした｡ 発表年は, 看護の専門分化

や看護教育制度の整備が進みはじめた1980年代後半か

らで, 文献集の目次構成が改正された1987年から, 看

護系大学が急増しはじめる1994年までの8年間とした｡

文献の抽出基準は, 掲載された全文献の中から, ①

研究内容が看護師と患者 (家族を含む) との人間関係

に焦点をあてているもの, ②記述形式として問題・目

的・方法・結果・考察が記述されているもの, を同時

に満たすものとした｡ 看護職以外の医療職者と患者と

の関係, 医療問題や病院管理に関する内容, 海外文献

の紹介等, は除外した｡
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分析にあたっては, まず, 全体の傾向をみるために,

発表方法 (発表形態, 発表先), 筆頭研究者の所属, 研

究の対象と方法を集計するとともに, より質の高い研

究として原著論文にはどのような内容のものがあるか

をまとめた｡ 次に, 個々の文献について研究内容の特

徴を表す１～数個の言葉を論文から抽出して内容を簡

潔に表現した後, 研究内容の類似性を比較分類し, そ

の特徴を表すカテゴリー名をつけた｡ なお, 分析はそ

の妥当性を高めるために数週間の期間をおいて繰り返

し, 分析対象となった文献は本研究の文献抽出基準に

則っているか, 分類およびカテゴリー名は妥当かにつ

いて研究者間で検討を重ねた｡
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日本看護関係文献集に掲載された文献の総数は39,157

題であった｡ このうち ｢看護師－患者関係｣ に関する

文献は161題で, 全題数の0.4％であった｡ さらに本研

究の文献抽出基準に則って抽出された文献は68題であ

り, これらが分析の対象となった｡
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１) 発表の方法 (表１)

発表方法別にみると, 学会への口頭発表 (以下, 学

会発表) が51題で75.0％を占めていた｡ なかでも, 日

本看護学会 (29題, 42.6％) と日本看護科学学会 (20

題, 29.4％) が顕著であった｡ 時代背景による違いの

有無をより詳細にみるために, 1990年以前と1991年以

降に二分して合計題数を比較したところ, 日本看護科

学学会における学会発表が６題から14題に増加する傾

向がみられた｡ 一方 , 論文発表は17題 (25.0％) で ,

その発表先は主に看護系雑誌 (11題, 16.2％) であっ

た｡

２) 研究者の所属 (表２)

筆頭研究者の所属は , 大学等の教育機関が37題

(54.4％), 病院等の臨床 (看護実践の場として企業を

含める) が29題 (42.7％), 行政が２題 (2.9％) であっ

た｡ なお, 教育機関と臨床の発表題数についても変化

をより詳細にみるために1990年以前と1991年以降の合
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計題数を比較したところ, 臨床は18題から11題に減少

し, 教育機関は16題から21題に増加する傾向がみられ

た｡

３) 研究対象の特徴 (表３)

研究が行われた看護領域は, 慢性期, 母子, 精神疾

患, 終末期などであった｡ 患者の特徴については曖昧

で具体的に示されていないものもあったため, ここで

はテーマに明記された28題についてのみその表現を一

部抜粋して示した｡ 対象の特徴としては, ｢慢性疾患

患者｣ ｢終末期患者｣ など前述の看護領域を示す表現

のほか, ｢心を閉ざす｣ ｢不満｣ ｢怒り｣ ｢拒否｣ ｢意欲

を失う｣ など患者の心理状態を示す表現がみられた｡

４) 研究の方法

研究方法では, 統計的解析を用いない質的研究が45

題 (66.2％) であった｡ これらは主に事例研究であり,

データ収集は観察・面接が中心で, 分析は内容分析,

看護師と患者の相互作用場面の分析, 日数や病状経過

のステージ別分析などであった｡ 統計的解析を用いた

量的研究は15題 (22.1％) で, うち14題が集団を対象

とした質問紙調査であった｡ 質量併用の研究は８題

(11.8％) であった｡
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表１ 発表方法

発表形態・発表先 1987～1990 1991～1994 計 (％)

学会発表

日本看護学会 17 12 29

51 (75.0)
日本看護科学学会 6 14 20

日本精神科看護学会 1 1

日本農村医学学会 1 1

論文発表

日本看護科学学会 1 1 2

17 (25.0)
日本看護研究学会 1 1

大学・短大の紀要 2 1 3

看護系雑誌 6 5 11

計 34 34 68 (100)

表２ 筆頭研究者の所属

所属 1987～1990 1991～1994 計 (％)

教育

短期大学 8 11 19

37 (54.4)

大学 3 7 10

専修・専門学校 4 1 5

大学院 2 2

研修所 1 1

臨床
病院 18 10 28

29 (42.7)
企業 1 1

行 政 2 2 2 (2.9)

計 34 34 68 (100)

n＝28

看護の領域 患者の特徴注) 件

慢性期の患者と家族の看護
慢性疾患患者, 患者の意志表出, 患者・家族教育

7
糖尿病教室, 糖尿病教育入院, 植物状態患者と家族

母子看護 患児, 入院児の母親, 痛みを体験している子ども 6

精神疾患患者の看護 精神科病棟, 境界例, 躁状態の患者 4

終末期患者と家族の看護 終末期患者, 家族 2

外来・地域における看護 職域健康診断の受診者, 外来 2

ＩＣＵ 自殺企図患者・家族 1

その他

受容的支持を必要とする患者・家族, 成人男性患者

6心を閉ざす, 不満, 怒り, 拒否, トラブルの多い患者

意欲を失い臥床を続ける患者
注) 患者の特徴にはテーマに記載された表現を一部抜粋して示した

表３ 対象となった看護領域および患者の特徴
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５) 原著論文 (表４)

原著と明記されたものは６題 (8.8％) であった｡

1989年には, 山本ら５) による患者主導型と看護師主導

型の会話効果の分析や, 村瀬ら６) による看護教育にお

ける人間関係論の効果測定のための発言内容分析基準

表 (自己と他者について認知していることを表現する

レベルを１～４で示したもの) の作成と検証が行われ,

コミュニケーションの計量・測定に関する報告がされ

た｡ また, ｢看護師－患者関係｣ に影響する要素につ

いて, 小代７) は ｢看護師－患者関係｣ を発展させる要

素として看護師が認知する共感の構造と過程を明らか

にし, 川名８) は ｢看護師－患者関係｣ を困難にする要

素として患者の不可解な心理や行動など看護師が納得

しがたい現象を検討して看護師の患者に対する認識方

法について問題提起をした｡ 対象を特定看護領域に限

定した報告では, 吉田９) は入院中の小児の人格の発達

を支えるという視点で看護師の言動を分析し, 正木10)

は糖尿病専門外来看護を通して慢性病患者の看護援助

の構造化を試みて報告した｡
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研究内容の類似性を分析したところ , ５つの要素

｢相互作用の分析｣ ｢看護師と患者の反応｣ ｢相互作用

を促進させる要素｣ ｢関係成立を困難にする要素｣ ｢相
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表４ ｢看護婦－患者関係｣ に関する原著の一覧 (1987～1994)

年 テーマ 著者 発表先

1989
看護者－患者関係における言語的非言語的コミュニケーションの行動計
量学的分析
－患者主導型および看護者主導型会話効果の比較－

山本他 日本看護研究学会誌

1989
看護教育における人間関係論の教育効果測定に関する研究 (第１報)
－｢発言内容分析基準表｣ の検証－

村瀬他
日本赤十字看護大学
紀要

1989 看護婦の認知する共感の構造と過程 小代 日本看護科学学会誌

1990 看護婦からみた患者の了解不能性の分析 川名 看護研究

1992
入院中の小児に対する看護婦の言動に関する研究 (混合病棟において)
－人格の発達を支えるという視点から－

吉田 日本看護科学学会誌

1993
慢性病患者の看護援助の構造化の試み
－糖尿病専門外来看護の臨床経験を通して－

正木 看護研究

表５ 研究内容の分類

カテゴリー 内容 計 (％)

｢看護師－患者
関係｣ を解明す
る基礎的研究

相互作用の分析

相互作用場面の言語の数量・内容

18

57 (83.8)

特定看護領域における相互作用
看護師と対象者との関係の形成
看護師と対象者との関係の評価

看護師と患者の反応
看護師の態度・認知・言動

19看護師に対する患者の期待と評価
看護師と患者の認知の比較

相互作用を促進させる要素

共感, 受容, 傾聴

9
ケアリング
やさしさ
ユーモア

関係成立を困難にする要素
拒否, 不満, 怒り

11看護師からみた患者の了解不能性
看護師の認識の変化

｢看護師－患者
関係｣ を発展さ
せる実践的研究

相互作用を促進させる方法
と看護上の効果

看護の方法：傾聴, 受容, 支持,

11 11 (16.2)

陽性ストローク
母親的対応
甘え概念の活用

看護の効果：患者の感情・意志の表出
患者の意欲の向上
患者の満足, 成長, 自立
人間関係の成立
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互作用を促進させる方法と看護上の効果｣ が抽出され

た｡ これらはさらに, 看護師と患者の相互作用の分析

や両者の反応を手がかりに ｢看護師－患者関係｣ を解

明する基礎的研究と, ある特定の方法で看護を行った

結果 ｢看護師－患者関係｣ が発展して看護上の効果が

認められたという実践的な研究にまとめられた｡ なお,

原著は全て基礎的研究に分類された｡

以下に, 抽出された要素に従って述べる｡

１) ｢看護師－患者関係｣ を解明する基礎的研究 (57

題, 83.8％)

これらは ｢看護師－患者関係｣ とは何かという問題

を解明しようとする研究であり, 基礎的研究と位置づ

けられた｡ さらに, 何を手がかりに解明するかという

視点から分析した結果, 次の４タイプに分類された｡

①｢相互作用の分析｣ に関する研究 (18題)

これらは看護師と患者の相互作用の過程を全体的

に分析して解明しようとするものである｡ 分析方法

としては, 相互作用場面における言語計量や発言内

容の分析, 看護師と患者の関係形成の分析および評

価, などが行われた｡

②｢看護師と患者の反応｣ に関する研究 (19題)

これらは看護師と患者の特定の反応に注目し, そ

の反応を手がかりに解明しようとするものである｡

手がかりとされた反応は, ｢患者の看護師に対する

期待・評価｣ ｢看護師の態度・認知・言動｣ ｢看護師

と患者の認知の比較｣ などであった｡

③｢相互作用を促進させる要素｣に関する研究 (９題)

看護師と患者の関係が促進された事例をもとに,

相互作用に影響する肯定的な要素を抽出するもので

ある｡ 肯定的要素として明らかにされたのは, ｢共

感｣ ｢受容｣ ｢傾聴｣ ｢ケアリング｣ ｢ユーモア｣ など

であった｡

④｢関係成立を困難にする要素｣に関する研究 (11題)

上記③と対局し, 看護師と患者の関係成立を困難

にする要素を抽出するものである｡ 明らかにされた

要素は, ｢患者の拒否, 不満, 怒り｣ ｢看護師からみ

た患者の了解不能性｣ ｢看護師の患者に対する認識

の変化｣ などであった｡

２) ｢看護師－患者関係｣ を発展させる実践的研究

(11題, 16.2％)

これは, ⑤ ｢相互作用を促進させる方法と看護上の

効果｣ に関するもので, ある特定の方法で看護した結

果, 相互作用が促進されて関係が深まり, 看護上の効

果が認められたという趣旨の実践的な研究である｡ 対

象となった事例は, ｢心を閉ざした患者｣ ｢意欲を失っ

た患者｣ ｢糖尿病患者｣ ｢躁状態の患者｣ ｢境界例の患

者｣ ｢末期患者の家族｣ などであった｡ 用いられた看

護の方法は, ｢傾聴・受容・支持などのカウンセリン

グ技術の活用｣ ｢母親的対応｣ ｢甘え概念の活用｣ など

であった｡ そして, このような看護の成果を示す患者

側の肯定的変化としては, ｢感情や意志の表出｣ ｢意欲

の向上｣ ｢満足, 成長, 自立｣ などが観察され, 人間関

係の成立が認められていた｡

��� �
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本研究で抽出された文献68題の発表先は, 日本看護

学会 (1967年創設) と日本看護科学学会 (1981年創設)

で全体の７割以上を占めていた｡ 発表先で多いのは,

1990年以前は日本看護学会であり, 1991年以後は日本

看護科学学会であった｡ 文献数も少なく断定はできな

いが, 日本看護科学学会は1987年に学術学会として認

可されたこともあり徐々に発表数が増加したのではな

いかと考えられる｡ また, 筆頭研究者の所属は, 病院

が1990年以前に最も多く1991以後には減少する傾向に

ある一方, 短期大学・大学は1990年以降に増加する傾

向がうかがえた｡

以上の結果については, 1990年の前後は看護研究を

行う環境がまだ整わない段階であり, 看護研究者を育

成する看護大学や研究機関が少なく, 研究発表先とな

る看護系の学会や雑誌も限定されていたという時代背

景が影響していると考えられる｡ 原著を含む全体の８

割以上が看護師と患者との相互作用を解明しようとす

る基礎的研究であったことからも, ｢看護師－患者関

係｣ に関する研究は発展途上であったと思われる｡
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本研究の対象文献の研究内容は, ｢相互作用の分析｣

｢看護師と患者の反応｣ ｢相互作用を促進させる要素｣

｢関係成立を困難にする要素｣ ｢相互作用を促進させる

方法と看護上の効果｣ という５つのカテゴリーに分類

され, これらは日本看護科学学会による ｢看護師－患

者関係｣ の概念規定４) に著されている内容とほぼ一致

していた｡

看護においては, 健康問題に対する人間の反応を判

断してそれに対処していくこと１) が重要であるが, 本

研究の対象文献においても特に注目されていたのは患

者と看護師の反応であった｡ 相互作用を促進させる要

素については, 看護師や患者の言動や認知のしかたや

効果的なアプローチ方法が, 事例に基づいて具体的に

報告されていた｡ また, 相互作用の成果を判定する評

��
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価の視点には, 患者の感情や意志の表出, 患者の満足

や自立があげられ, 患者の肯定的変化に基づいて看護

の効果が実証されていた｡ 一方, 心を閉ざしたり不満

や怒りをもっている患者や精神疾患や終末期の患者な

ど, 看護師がコミュニケーション上の困難を感じやす

い患者に関する事例研究も行われ, 看護師が日常的に

患者と接するなかで生じた問題意識が研究への動機づ

けとなって研究へと発展したと考えられた｡ 1968年か

ら1974年までの文献研究２) では看護師が日常接近しに

くいタイプの患者への対応に関する事例報告が多く,

最終的には ｢関係解明などの基礎的研究｣ と ｢関係改

善に関する研究｣ にまとめられていたが, 本研究の対

象文献においても, ほぼ同様の方向で研究が蓄積され

てきたと考えられる｡

近年では, 患者の意見を看護の実践や評価に積極的

に取り入れ, 看護の質に注目した研究がみられる11)｡

特に, 看護ケアの評価を数量的に行おうとする研究で

は, 看護ケアの質を評価する測定用具 (1992年)12-15),

尺度 (1996年)16), 評価基準 (1998年)17-22) の開発が試み

られている｡ また, よい看護とはどのような看護かと

いう調査では, 患者がよい状態に変化することとは別

に, 患者が価値を認め満足することが重要であったと

報告されている (2001年)23)｡ これら一連の研究は ,

｢看護師－患者関係｣ を評価する視点と共通している

が, 相互作用の解明や発展というよりは, 提供された

看護を患者自身がどのように受け止めたかという患者

側の視点から評価しようとする動きであると考えられ

る｡
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中西らの報告 (対象文献は1968年～1974年､ 研究の

記載形式に従った文献は12題)２) から本研究 (1987年

～1994年､ 68題) までの間には12年～20年の年月が流

れているが, この間 ｢看護師－患者関係｣ の研究はほ

ぼ同様の傾向で蓄積されてきたと考えられた｡

肯定的・否定的を問わず患者および看護師の反応は

｢看護師－患者関係｣ に関する研究の重要要素であり,

患者側に立って看護を評価するという視点を継続して

研究を積み重ね, 看護師と患者の相互作用の中に潜む

看護の本質的な要素を追求し続けることが重要である｡

将来的には, 研究成果を看護実践の場に活用し, より

実践的な研究や仮説検証型の研究が増加して, 看護の

質の向上に貢献していくことが期待される｡

そして, このまま看護の高等教育化が進み, 専門看

護師・認定看護者制度や看護系大学・大学院教育が定

着した時期がくれば, 果たして ｢看護者－患者関係｣

に関する研究はどのように変化・発展していくのか,

文献研究を継続していく必要もあると考える｡

本研究の一部は第26回日本看護研究学会学術集会で

発表したものである｡
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